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　　１　今年度の重点目標  ２　学校評価の実施方法についての学校関係者評価

　　３　学校自己評価結果　
　　　　（　Ａ：十分達成している　Ｂ：達成している　Ｃ：概ね達成している　Ｄ：達成していない　）  ４　評価項目に係る学校関係者評価

№ 分野
重
点

達成
状況

学校自己評価結果及び
改善方策についての評価

1 教育課程 1 A

・幼児が様々な遊具や用具を使って，創造的に遊
んでいる姿を見て，遊びやすい環境づくりがなさ
れ，意欲的に遊んでいる。
・幼児期にいろいろな経験を通して心と体をつくっ
ていくための保育実践を引き続き大切にし，外部に
もっと発信をしていく。

2 教育課程 1 B

・幼児が遊び込んでいくための環境が工夫されて
おり，今後も豊かな環境づくりに取り組んでいく。
・人的環境は幼児の育ちに大切な環境なので，今
後もチーム保育の構築に努めていく。

3 園運営 2 A

・３歳児保育を始める準備を的確に進めている。地
域の期待が大きく，質の高い教育ができるよう期
待している。
・３歳児保育について研究会を通し，実践を積み上
げていけるよう取組を進め，地域にも発信をしてい
く。

4 園運営 3 B

・地域の未就園児に対する園庭開放を実施し，保
護者支援として幼稚園で子育て相談ができるよう
になっていることは評価できる。
・乳幼児期に大切なことが就園前の時期に聞ける
ことは望ましいことなので，積極的に伝えていって
ほしい。

　　 ５　総合的な学校関係者評価

・コロナ禍の状況を見ながら，さんさんひろば（3歳児親子
広場）を開催した。
・毎週木曜日の10：00～11：30に園庭開放を実施した。
・在園児との自然な関わりがもてたことと，保護者と子育
てについて相談しやすい場になるよう努めた。

・保護者が，子育てについて相談できる
場（子育てカフェ等）を開催する。
・地域の方との交流を広げ，園の運営に
ご協力いただき，地域とのつながりを深
める。

重点目標に対しての取組は適切になされ，次年度に向けての改善方策も考えられている。

・「トキメキ」「ヒラメキ」を視点に幼児の心が動いている姿
を写真に撮り，可視化を図ってきた。その写真をもとに定
期的に話し合い，環境を再構成してきた。
・物的環境を幼児が安全に使いやすいよう整えたことで，
いろいろな「もの」を使って遊びに生かす姿がよく見られる
ようになった。

「トキメキ」「ヒラメキ」の視点が幼児の内
面を探ることになったことが幼児理解，
環境構成の充実につながった。
幼児の課題をより明確にしていくため，
環境図を使った振り返りをしていく。

・日ごろから問題意識をもち，チーム保育によってよりよい
育ちができるよう園内委員会等積み重ねてきた。
・自然環境を豊かにするため，築山と花壇を作った。園庭
周辺にクローバーを植え，季節を感じ，遊びに使える花や
野菜を育ててきた。

・チーム保育については，これからも職
員間の協力が必要である。
・幼児が豊かな経験ができるよう自然環
境を作っていく。
・素材研究をしていく。

・研究テーマに沿って研修会を積み重ね，カリキュラムの
見直しをするとともに，3歳児のカリキュラムの作成を行っ
た。
・園内環境の安全面の見直しと，必要な備品をそろえた。
・大学教授を講師に迎え，園内研究会を2回，教育委員会
主催の3歳児保育についての研修会を2回実施した。
・9月に説明会を7回開催し，７０組の参加者があった。

・カリキュラムについては，実際の保育
を通して見直しを図っていく。
・3歳児保育を実施している幼稚園を視
察に行ったり，研究会に参加したりす
る。
・市内の就学前施設へ保育を公開し，3
歳児保育について研究を重ねる。

１ 幼児が主体的に遊ぶ環境について考える
２ ３年保育実施に向け，カリキュラムを見直す
３ 地域に開かれた幼稚園づくり

・保護者アンケートの結果を公開し，来年度の園経営に生かそうとしている。
・幼児期に大切な教育について目標を明確にもち，取り組んでいる。
・園だよりやブログ等で幼児の姿や園の考えについてわかりやすく発信している。
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